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伊沢修二『日清字音鑑』における
ng韻尾の表記方法について
張
H召』言ヽヽ 旭
1. 「日清字音鑑』とは
「日清字音鑑」は日本漢字音によって中国語の発音が引けるように綴纂された中国語の発
音一覧表である。初版は明治28年 0895) 6 月に発行された。緒酋 9 頁、索引目録3 頁、本
文89頁、正誤表 3 頁からなっている。
本文には「支那官話」即ち当時の北京語の口語によく用いられる漢字を4123個収めている。
これら漢字は縦に四声、横に五十音ア段イ段ウ段エ段オ段の順に日本漢字音で配列されてい
る。それに対して、「韻鏡」も中国語の発音一覧表で、横には声母、縦には韻部・四声によ
って配列されている。また、本居宜長の「字音俵字用格Jには、漢字は五十音順に日本漢字
音で配列されている。そういう意味で、「日消字音鑑」は「韻鏡」や本居直長の「字音候字
用格Jの体裁と似ている。
中国語の発音は漢字の左にウェ ー ド式ロ ー マ字綴り、右に片仮名で表記される。本稿では
その片仮名を「中国語仮名表記」と呼ぶことにする。
絹纂意圏については、「楽石自伝教界周遊前記』には
「自分が學ぶにも或は消脱に行く人の為にも、支那語の登音法が解らなくては困るから
して、視話法の原理を應用して「日消字音鑑Jといふ書物を著し」
とある。朱鵬(2001)によれば、当時の対消外交（台湾を含む）を踏まえて考えるべきと主
張している。本香の成立直後に、著者の伊沢修二は台湾に赴いて台湾総督府民政局学務部長
として学務の琳務に滸手していた。したがって、台湾行政との意志疎通の手段として「日消
字音鑑」を編纂したのではないかと思われる。
本文の1頁目には「伊沢修ニ・大矢透同著 張滋防閲」と記されている。
伊沢修二(1851ー1917)は、明治・大正期の教育家で教科柑絹纂、国家教育運動、師範教
育、音楽教育、体育教育、盲唖教育、台湾をはじめとする植民地教育および中国語の言語研
究、吃音矯正事業等に於いて先貶的業績を残した(J::沼八郎1979)。「日消字音鑑」を除いて
「視話応用・清国官話韻鏡音字解説書」・「同文新字典』・「支那語正音練習嘗J・「支那語正音
発微」 ・「視話応用・支那語正音韻鏡」・「視話応用・支那語正音法説明」などの中国語関係の
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本を世に残している（埋橋徳良2000)。
大矢透(1850--1928)は明治・大正時代の国語国文学者で、 大正5年(1916)帝国学士院
恩賜貨である。文部省国語調査委員として、 仮名字体の歴史的変遷の研究を中心とし、古訓
点、 万葉仮名、 五十音回、いろは歌、「韻鏡」の研究に業組を残している。著作は「仮名遣
及仮名字体沿革史料J r仮名の研究」「仮名源流考」「額鏡考』などである（東京帝国大学国
文学研究室1928)。
張滋防(1839-1900)は明治時代の中国話教育の鼻祖とされ、中国語 を教えると同時に、
近代日本 における最初のアジア主義組織である興亜会を支え、 日本の政治家や文人らと幅広
く付き合うなどして、 明治時代の中日連携事業に積極的な貢献を成した人物である（王宝平
2009)。
2 先行研究
六角恒広(1959)は「日清字音鑑」 は視話法を基礎にして、 日本語の仮名 を主体としその
仮名 に若干の記号を加えて表記したと述べた。村上孫英(1966)は片仮名表記は視話法を応
用して北京語音を表記したものであると述べた。 また、 記号 「グ」は「新造の符号カナ」
と指摘した。埋橋徳良(2000)は伊沢は従来行われていた仮名方式とウェ ー ド式ローマ字綴
りを併用しているが、仮名方式もロ ー マ字方式も中国語特有の音韻を的確に表すことはでき
ないとして独自の工夫を加えたと述べた。朱勝(2001)は片仮名表記は視話文字と直接的な
関係が なく、「視話法ノ原理」 に照らした程度にとどまると指摘した。また、 表記法におい
ては完全な仮名の羅列ではなく、 さら に記号・合字の新作 を通してより適切に表現しようと
している点を評価した。
本稿では、 以上の先行研究に留意したうえ で、村上茄英(1966)が指摘した ng韻尾の表
記 「ク·」を検討していきたい。
3. ng韻尾の表記の実態
「日泊字音鑑Jには、n朗尾のある音節は874個で、ng韻尾のある音節は694個ある。
n韻尾は、すべて「fan 返 ファン」のように撥音「ン」 で表記される。 一方、ng韻尾は、
「Ieng 陵 ）加合ン」・「feng 縫 フすうン」の2例を除いて、すべて「fang 芳 ファク ‘」
のように記号「グ」で表記される。 r日消字音鑑」はn韻尾 を撥音「ン」、ng韻尾を記号「グ」
で整然と表記し分けると言える。
これはこの時代においてどのように位箇づけられるだろうか。次の〔表l〕は明治期にお
けるn韻尾．ng韻尾の中国語仮名表記の実態である。
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書 名 II若者 捻行年n 癸行名（所） n " 
英清会話独案内 田中正19ら 1111治1呼7月 昇栄炊 ンン
英和支9996牛U在 JII閣来 明治1眸8)1 岩薦況太郎 ンン
8洟英lfi言合1!l. 兵大五郎、 鄭水邦 刷治21年12月 鄭永慶 スン
支郡96独習書 ・ ”―“ 谷信近 111J治22年5月 支95紺独習学校 ンン
豆Ill豆g1印集 ・ 支I�官“想（河阪） 広邪精 ljl)泊25年5月 青山立書” ンン
絶訳亜紺亜目1い集・支,m詣部（再版） 広純精 l]I)治25年6月 冑山立書” ンン
日清会話自在 沼田正宜 朋治2眸6月 法木書店 ンン
実用支郎籍・正鸞 中日謹古 朋泊切年7月 尚武牛校編纂節 ンン
支那IIHII!覧·!II- 加藤〇窪 町泊”年8月 松沢肛＝ ンン
8清会話 参は本郎 町泊”年8月 参謀＊糀 ヌン
兵妥支IIIt 近衛歩兵術l派団 朋治切年8月 東其曹氏 ，，ン
兵妻文耶1n（増訂2版） 近衛歩兵筍l放口l 町泊切年8月 東邦會粽 ンン
清国m情探検凩 宮内g＝郎 期泊”年9/l 東闊文 ンン
独1'78清対話復往 庄邦a （矯彰械） 朋治”年9月 埠鈴堂 ンン
兵り要I&· B清会9& 神代1f." 朗治”年II月 樟Itll!3 ンン
Cf.In須知 松永清 朋治28年1月 ル1ll吟各 ンン
軍川直実会話n在・支郎I�独案内 星文山人 1j1]治年4 I) 柏阻政次郎 ンン
洟話1111芥篇 円IlI真逸 朋治為年5月 円山只逸 ンン
支郎lfi自在 豊国義享 明治蕊年5月 編子吼会 ンン
支胚111部会話 小倉錦太． 金沢伐111. 朋治碑9月 博文舘 ンン
支郎升速知 張廷店 朋治32年6Il 曹隣書院 ンヌ
支月915独召曹 宮島大Jし 朋治辿9月 笞日書茫 ンヌ
支郎Ill'や校綱親鯰（筍1サー灼7サ） れ田清哉 朋治刃年5月～明治35年2月 苔隣書た ンヌ
支991引助辞m法 青初惰恒 朋泊35年2n 文）R炊 ンヌ
清話教科書・並続編（増訂版） 西島Q爾 ljJ]治35年7月 石塩杖刃 ヌン
支那Itg在 金井保三 朋治35年9月 勧牛会 ヌン
和文対熙 ・ 支95書輪文 中烏庄太郎 明治お年1月 飲英父 ヌン
日清会話篇 松永清 明治お年511 阿文社 ンン
祈囮中的清1n1"↓書 西鳥g爾、林違ilt 明治”年3JJ 石塩松冥文 ンヌ
災mBi'会話独修 鈴木雲峰 明治37年5/1 修牛双 ヌン
北京U話・支95籍復径 足立忠八郎 明治37年5/l 金引芳流女 ヌン
清96会話遠成 東洋牛会 明泊37年7月 又nnt11J11窯 ヌン
日清会話独冒 山P辰蔵 明治37年7 JI 東苫岱 ヌン
北双官話・災月18清会話 足立忠八郎 明治”年8月 金剌')'jill!文 ヌン
日清露会話 粕谷元、 平井平一 明治訂年9月 文1�女 ヌン
妍編支1515政修 三双好太郎 明泊38年4月 岡崎屈 ヌン
対訳清9tta怯 来瓜慶肋 明治38年6月 ー名な ヌン
日漠舒彙 石山橿治 明治38年6月 lt1江父、文）k炊 ンス
E情会話 粕谷元 叩泊蕊6月 文れな ヌン
B痕会砧笠哀 平岩辺知 明治碑711 岡崎只書店 ンヌ
E清会話・lfi日類集 金島苔水 IJJ治38年7)1 松雲竺 ンン
実用B情会話 湯瓜景政 明治38年9月 石塚括9J ヌン
注釈• 8清IA'f.金9t 瓜紹蘭等 明治蕊9月 Bi胄籍学会 ， ン
n清会防入門 酉島且爾 朋泊況年9月 代々＊illi公 ンヌ
清籍文奥 信厄継維 明治38年II月 冑木嵩山岱 ンン
清,�新会話 山崎久太郎（幌洲） 明治39年2月 青木嵩山文 ンン
支那訴之勧 大久保家近 朋泊39年4月 支郭請学会 ンン
清In正規 清1『学は速成1:｝ 明泊39年4月 文求女 ヌン
日万峙文辞林 中昂錦一郎、 杉房之助 明治39年6月 東亜公ii] ンン
日情曾1511閂弁 中島鋪ー“ 明治39年6月 東亜公司 ンン
北店訂話・日清会話拉佳 m斐靖 明治39年7月 弘成仰 ヌン
日葦Ill'-/.詐林 井上攣 明泊39年ID月 東亜公田 ヌン
最祈情9計捻径 西島且爾 明治39年12月 青木嵩山棠 ンヌ
初歩支999E独1ヽ害 仄口新吉 明治38、 初年 広穀社 ヌン
a消英会鯰 谷瓜羊太郎 明治40年6月 実纂之日本社 ンン
支999H動E形吝n用法 仔J/1秀字 明治41年1/l 文求棠 ン，
清I�講義ほ（第1期第1号） 仔Ill秀が 明治41年8/1 東否,,t-会 ヌン
北mg,t.8清illi業会話 足立忠八郎 明治42年2/J 金刺芳流堂 ヌン
支郎1Bの鵡義 冑ll\翫夫 明治43年5月 小林又七支店 ヌン
四民実用情96集・附1'196用法 中西次郎 明柏43年8月 大阪筏号 メン
日清英露四謁合聾 呉大五郎、鄭永邦 明治43年8/J 島1ll太匹郎 メン
大H本実甕学会商科1!!2期謂覆·支茄紺 狐滋的、 林久凸 不9f 大日本実業学会 ンン
〔表1〕明治期におけるn韻尾．n症員尾の中国語仮名表記の実態
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〔表l)を見ると、 n韻尾．ng韻尾の中国語仮名表記は3稲類に分かれる。J!!lち、 n飢尾は
「ン」. ng韻尾は「ン」、n韻尾は「ヌ」．ng韻尾は「ン」、 nftll尾は「ン」．ng領尾は「ヌ」で
ある。 その中にあって「日消字音鐙」のように記号「ク」でng韻尾を表記するのは珍しい
ことがわかる。 それでは、「B梢字音鑑jに見られる記号「グ」は何であろうか。
4. 記号「ク」の意味
「8梢字音鑑」の「緒百」には次のように述ぺている。
「但「力 ‘」(II罪］束ノガ行）ノ原音二捻じスルモノ、倣二存スルアリ。 又其行中ノ「グ」ハ、
屡々餅尼二顧ハル、モノニシテ、 殆ド「ン」二同ジケレド、 唯共舌顕ヲ、 上顎二歴付ス
ルコトナキヲ以テ、 其音ノ樫キヲ異ナレリトスルモノナリ。」
即ち、ng飢尾の表記「グ」は「隅束ノガ行」の一つである。 村上嘉英(1966)は記号「グ」
は「新造の符号カナ」と指摘した。 ところが、 橋本進吉(1949)には「明治以降、 特に登音
を明示する場合にnga ngi ngu nge ngoを力·キ ‘ ク·ヶ ・ コ 、 またはカ ・ キ•ク ・ ヶ・ゴで
示すことがある。」という記述がある。 また、 川本栄 一郎(1990)は硲末から明治にかけて
ガ行-�,I．濁音表記の系譜を湖査している。 川本栄 一郎(1990)を整理すると、 次の〔表2〕の
ようになる。
〔表2) ガ行鼻濁音表記の系護
発 行 年 u 919 名 紺若者名 表記（例）
安政2年～安政3年 r三iIli命助日記」 三iIIi命助 ヵ ・
安政6年～万延2年 r狐中記」 二i|i命助 ヵ ・
明治5年 「単語汀」 文部省 力 ｀
明治6年 r単語篇」 石川県学校 ヵ ・
明治7年 「絵入単語紺J 橘fl'(—郎 ヵ ・
明治7年 r仮名附」it語t'.i」 六明滋板 ヵ ・
明治8年 「小学懸図招」 吉川朝次 ヵ ・
明治23年 r巾等教行・日本文典全J 落合直文ほか ヵ ・
明治30年 「日本文典大綱J 岡倉由三郎 ヵ ・
明治34年 「日本俗甜文典」 金井保三 力 ‘
明治双年 「国語科教授用•発音教授法」 甜抵l1tl雄 ヵ ・
明治35年 「応用言語学＋回講話」 岡倉由三郎 ヵ ・
明治35年 「首語学講話」 保科学一 ヵ ・
明治38年 「音韻閤査報告甚」 国語湖査委n会 力｀
明治39年 「日本口話文典J 鈴木9b幸 ヵ ・
明治42年 「国語学概論」 角田次郎 力言
明治43年 「国語学精義」 保科孝一 ヵ ・
明治45年 「新国定読本適用 ・ 実際口語法」 桃本文好 ヵ ・
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〔表2)を見ると、 召i末からガ行恥湯音は昴音要素を表すため、 独自の表記が成立したこ
とがわかる。その表記は力行音の右屑に「・」または「・」を加えたのである。川本栄 一郎(1990)
は力行音の右屑に「・」という系統は個人名を冠した文献に多く見られるのに対して、 力行
音の右周に「 ・」という系統は公的機l鬼の文献に多いという相述が見られるので、 私的なも
のに対する公的なものといった述いや学統の途いなどの事梢による可能性があると指摘した。
「日梢字音鑑」の編著者の伊沢修二は学校長 ・ 文部省編輯局長 ・ 台浣総’仔府学務部長 ・ 伐
族院議貝を歴任していたため、公的な性格を持っていると言える。したがって、「日iiIt字音鑑j
に見られる記号「グ」は「新造の符号カナ」ではなく、「グ」の恥濁音の表記なのではなか
ろうか。 それでは、 なぜ「日消字音鑑」の編著者は「グ」の必濁音「グ」でng飢尾を表記
したのであろうか。
5. 「ク」でng韻尾を表記する理由
5.1. 本居宣長「地名字音転用例」について
本居宜長「地名字音転用例」（突政12年、1800)は上代文献において中国紺のng韻尾は次
の用例のようにガ行音で表記していること を発見した。
さがむ（相楳）さがらか（相楽）かがみ（香美）いかが（伊香）かがと（香止）
おたぎ（愛宕）たぎの（宕野）よろぎ（餘綾）くらぎ（久良）みなぎ（美殺）
たぎま（岱麻）ふたぎ（布悩）うまぐた（望多）かぐやま（香山）
いかご（伊香）あたご（愛宕）
5.2. 明治期における ng韻厄の認は
〔表1〕に挙げた中国語関係文献にはng飢尾について記述しているものがある。 これらは
それぞれ①ー→歩のように記述している。
①「日漢英語言合毀」（明治21年12月） 漢音二究窄ノ別アリ。 之ヲ罷別スルニ。我（ヌ）
ハ即チ窄音ニシテ（ン）ハ即チ究音ナリ。 例ヘバ金ハ窄音ニシテ。chin�酋ホ英字母ノ(n)
二終ルガ如シ。又軽ハ突名ニシテchin砂且ホ英音ノ綴二於テ(ng)ノ如ク。（ン）ノ音直チ
二恥踏ヨ')出ヅ。 恰カモ（ク）ノ半濁音二近シ。
②「日消会話自在」（明治26年6月） 音に濶窄の別あり濶音とは口を腋くして登すへき音
にして窄音とは口を搾りて出すへき音なり此濶窄を辣別するは甚た容昴なる便方あり。
③「日梢会話」（明治27年8月） （ヌ）ハ窄音ニシテ英音ノエヌn二終ルカ如ク狭窄ニシ
テ5}•音ヲ菊ヒサル者。（ン）ハ濶音ニシテ英音綴ノngノ如ク直二恥端ヨリ出ツ恰モ（グ）
音二近ク軽ク漿ス。
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④「兵要支那語」（明治27年8月） 音末の「ン」は窄音にして、 鼻音を幣ぴたるもの、 即
ち金（チンhin)三（サンsan)の如き是なり。束（トングtong)洋（ヤングyang)の如き、
濶音にして梢鼻音を帯ぴ、自然音末に「ング」を含むものは、殊更に「グ」の
・
恨名を附せず、
其轄訛を避くるなり。
⑤「兵要支那語J （増訂2版）（明治27年8月） 記述は④「兵要支那語」と 一緒である。
⑥「支那語独習普」（明治33年9月） 廣音ハ多ク鼻音ニシテ音尾二著ルシクとノ響ヲ有ス
ルモノ、 即チ東（トヌ） （節者略）等ノ音是ナリ。 窄音トハ、 語尾二消涼ナルこ．ノ響ヲ有
スルモノニシテ、 三（サン） （鉦者略） 等ノ音是ナリ。滴窄二音ハ互二誤リ易シ。注意ス
ペシ。
⑦「支那語学校講義録」（第1号～第7号）（明治34年5月～明治35年2月） 音尾ノ（ン）
と響キ、 ソノ鼻ラ通シテ登スル者ヲ寛音と称ス、 鼻ヲ通ゼズシテ、 ロヲ開ヒテ焚ス）レ者ヲ
窄音トス、寛音ハ太ク、 窄音ハ消シ、 寛音ハ下二 （ヌ）ヲ以テ之ヲ表シ、 窄音ハ（ン） ヲ
以テ之ヲ表ス。
⑧ r消語教科杏・並統編」（増訂版）（明治35年7月） 窄音ハ音ノ窄狭ニシテ鼻音ヲ帯ビ
ザルモノヲ云フ消語ノ音末二（ン）音アリテ我邦音ニモ亦夕（ン）音アルモノハ均ク窄音
二屈ス本書骰字語尾二（ヌ）ヲ付スルモノ之レナリ英語登音ノ（n)二終ルカ如シ例ヘハ（官
コワヌ）（節者略）等ノ如シ。 濶音ハ音ノ寛濶ニシテ鼻音ヲ帯プルモノヲ云フ消語ノ音
末二（ン）音アリテ我邦音二有セザルモノハ概濶音二局ス本密偲字語尾二（ン） ヲ付スル
モノ之ナリ英語褻音ノ(ng)二終ルカ如シ例ヘハ（昂 アン）（鰍者略）等ノ如シ。
⑨「実用日消会話独修」（明治37年5月） 本書中所戟の（ヌ）の音は何（メヌmen)の英
音語尾のエヌnの如く、 狭いあまり鼻管に関れざるものをいふ。 又（ン）の音は上（シャ
ンshang)の如く、 英音のngの様に鼻の対月から登してgを軽い音で登するのである。
⑩「北京官話・支那語学捷径l （明治37年5月） 窄音ハ音尾二於テ我ガ（ヌ）二終｝レ音ナ
リ、 即チ英字母ノ(n)ノ如シ、（民 ミヌ minり（節者略）等ナリ。寛音ハ鼻音二終ル
モノニシテ、我ガ（ン）二同ジク、英字綴リノ(ng)ノ如シ、即チ（名 ミン min、) （箪
者略）等トス。
⑪「北京官話・実用13消会話l （明治37年8月） 窄音即チ我音ノ（ヌ）英字綴リノ(n)
ナリ（民 ミヌ）（面 ミエヌ）ノ如シ。 寛音即チ我音ノ（ン）英字綴リノ(ng)ノ如ク
鼻音二終ルモノ（名 ミン） （章 チャン） ノ如シ。
⑫ I日消露会話」（明治37年9月） 寛音トハi吾尾（ン）二終リ英語ノngノ如ク登音ス即
チ梢々昴音ヲ帯ピテ終｝レモノニシテ（ン）ヲ以テ示セリ我ガ邦音ニテ語尾二（ン）ノ字ノ
附カザルモノ即チ（束 トン）（策者略） ノ如キハ皆ナ之二局スト知リテ可ナリ。窄音卜
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ハ：吾尾英語ノ(n)ニテ終）炉Eノトー様ニシテ（ヌ）ヲ以テ之ヲ示ス我ガ邦音ニテ語尾ニ
・ （ヌ）字ノ附クモノ即チ（近 チヌ） （箪者略）ノ如キ皆ナ之レニ島スト知リテ可ナリ。
⑬「対訳消栢活法J （明治38年6月） 紐馬字のnに終る語音には之に附するにヌの伎名を
以てす。例せば、山(shan)をシヤヌ、（箪者略）とせるが如し。羅馬字のngに終るもの
にはン字を付す。例せば上(shang)をシャン、（節者略）とせる等の如し。
⑭「日消会話」（明治38年6月） 記述は⑫「日消露会話」・と 一緒である。
⑮ 「 B華会話茶要J （明治38年7月） 音尾（ン）二終ル者ハ窄音ニシテ鼻音ヲ帯ビザルモ
ノ。音尾（ヌ）二終ル者ハ濶音ニシテ鼻音ヲ帯プ）レ者。
⑯「日消会話 ・ 語言類集J （明治38年7月） 窄音ハ鼻音ヲ帯ピザルモノヲ云フ邦語ノ音末
二（ン）音ヲ有シ清語ニモ亦（ン）音アルモノヲ云フ例ヘバ（安 アン an)（策者略）
等ノ如シ。濶音ハ音ノ鼻音ヲ幣プルモノヲ云フ消話ノ音末二（ン）音ヲ有シテ邦音二有セ
ザルモノハ擬シテ濶音二隅ス例ヘパ（亮 リヤン liang)（箪者略）等ノ如ク（ン）ノ音
直チニ鼻端ヨリ出ゾル＝其ノ音末ハ恰カモ（ク）ノ半濁音二近シ。
⑰「注釈・日祈語学金針」（明治38年9月） 房（フワン）房の音尾は、我が國語の短刀（タ
ント ー）、山水（サンスイ）、天地（テンチ）等の語に於ける「ン」の音と同じく、口を開
き、舌根にて支へたる音を鼻腔に涸すによりて生する音にして、英語の(ng)の音に岱る。
飯（フワヌ）飯の音尾は、我が屈語の案内（アヌナイ）、女（オヌナ）、旦那（ダヌナ）な
どの語に於ける「ヌ」の音と同じく舌頭を上膠に押し付けて支へたる音を鼻腔に漏すによ
りて生ず、即ち英語の(n)の音に常る。上記「ヌ」の音字は國語の主（ヌシ）、iB（ヌマ）
等の甜に於ける 「ヌ」の音と紛ひやすきを以て本害中にありては何れも「ン」の音字を以
て之を表すること>せり。
⑱靡語正規J （明治39年4月） 寛音とは十分に喉を開き 「ン」の音をば鼻腔を通して音
響太く焚する音を云ひ窄音とは先づ「ン」を登し其未だ鼻腔に脱けざる中急に舌を上顎に
裳て音尾をば「ヌ」と消んで結ぶ音を云ふ。（節者略）因て焚音の振り俄名は究音は 「ン」
を以て示し窄音は「ヌ」を以て之を示す。
⑲「B華時文辞林』（明治39年6月） 記述は⑰『注釈・日清括学金9l•Jと 一緒である。
⑳「北京官話 ・ 日消会話捷径」（明治39年7月） 窄音は登音狭窄にして語尾に消楚なる「ン」
の響を有するものを云ふ。例へば三（サヌ） （箪者略）等の如し。即消語の廿尾に 「ン」
音ありて我が邦音にも亦 「ン」音あるもの是なり。而して英栢登音にては「n」に終るも
のとす。濶音は登音寛濶にして多く鼻音を帯ぶるものを云ふ。例へば方（ファン）（節者略）
等の如し。即滑話の音尾に「ン」音ありて我が邦音には「ン」音なきもの是なり。而して
英語疲音にては(ng)に終るものとす。
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⑪「日華語学辞林」（明治39年10月） 又音尾ノヌハ窄音ンハ寃音ヲ表ハスモノナリ。
⑫「初歩支那語独修書j （明治38、 39年） 寃音ハ充分二喉ヲ開キ「ん」ノ音ヲ少シモ他二
智カセズ鼻ヲ通ジテ音響太ク登ス可シ。窄音ハ最始「ん」ノ音ヲ焚シ鼻二抜ケザル内、 急
二舌ラ上顎二賞テ「ぬ」卜音尾ヲ消ク結プ可シ。
⑬「日消英会話」（明治40年 6 月） 窄音は音の窄狭にして鼻音を帯ぴず消語及び邦音共に
音末に「ン」音ある者は均しく此音に賜して英語登音末「n」に終るが如し 例、（官
クオアン） （箪者略）。濶音は音の寛濶にして昴音を帯ぴ消語の音末に「ン」音あり我が邦
音に「ン」音を有せざる者は概して此音に屈し英音語尾に「ng」を附する者 例、（上
シャン） （箪者略）。
⑭「清語講義録J （第 1 期第 1 号）（明治41年 8 月） 寃音は音尾の鼻にかゞる音で登音す
ると同時に口を結んで音尾を鼻より洩らすのである。窄音は音尾の鼻にかヽ’ らざる音で登
音と同時に口を少し開くのである。
⑮「北京官話・日消商業会話」（明治42年 2 月） 寛音ハ語尾ヲ鼻音二悛スルモノ即チ「ン」
二終ル登音トス章（チャン）（妍者略）等ナリ。窄音ハ語尾鼻端二響カズ「ヌ」二終ルモ
ノ即チ三（サヌ）（第者略）ノ如シ。
⑮「日消英露四語合璧J （明治43年 8 月） 記述は① r日漢英語言合璧」と一緒である。
上の記述は次の(-)（二） （三）のようにまとめられる。
(-）⑨・⑬ · ⑰•⑲を除いてn韻尾を「窄音」、ngfil\尾を「寃音」または「濶音」と記述
される。
（二） ①・③・④・⑥・⑯・⑳はnず晶尾の発音が日本語「クの半濁音」または「グ」の音
に近いと記述される。
（三〉①・③・⑧・⑨・⑩・⑪・⑫・⑭・⑰・⑲・⑳・⑬・⑮はng韻尾の発音が英語ngの
音に近いと記述される。
さらに（三）を一歩進んで考えてみる。 英語ngは日本語で普通「グ」で表記され、 中国
語ng韻尾は英語ngの音に近いと考えすれば、「グ」に近い表記で表しても妥当であろうと考
えられる。すると、（三）を（二）に代入してみると、ng韻尾を「グ」に近い表記で表すと
いう発想は広い範囲に分布していたのではなかろうか。
6. 終わりに
これまで述べてきたことをまとめて示すと、 次のようになる。
「日消字音鑑」は記号「グ」で中国語のng韻尾を表記する。 これは珍しく注目される。
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ガ行鼻濁音は東日本に顕堵t.:つたためこれを明示すぺく、幕末から独自の表記が成立した。
その表記は力行音の右同に 「・」または「、」を加えたのである。記号「グ」は「新造の符号
・カナ」ではなく、「グ」の鼻濁音の表記である。
江戸中期の国学者本居宜長は著「地名字音転用例』において、上代文献における中国語の
n嘩尾がガ行音で表記されることを発見した。 明治期に入って、ng韻尾を「グ」に近い表
記で表そうとする発想はある程度の範囲に広がっている。したがって「日消字音鑑」に見ら
れる
「
グ」の鼻濁音「グ」でng韻尾を表すという表記方法は独創によるものではなく、江
戸中期からの一連の発想の中に位置づけられるべきであろうと思われる。
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